
F CUS 直面する  安全保障上の課題直面する  安全保障上の課題

ロシアは、ウクライナ侵略の際、武力行使に加え、インターネット網へのサイバー攻撃や偽情報を流布させるなど、いわゆる
「ハイブリッド戦」の手法を用いたとみられています。ウクライナについても、政治指導者による情報の発信や米企業提供の
衛星インターネットを活用した無人機運用などを実施しているとされています。

中国は過去30年以上にわたり高い水準で国防費を増加させ、
核・ミサイル戦力や海上・航空戦力を中心に、軍事力の質・
量を急速に強化しており、強い懸念となっています。

ウクライナ国内でのロシア軍の装甲車【SPUTNIK／時事通信フォト】

日本の2022年度
防衛関係費は、
5兆1,788億円
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（注） 「国防費」は、「中央一般公共予算支出」（2014年以前は「中央財政支出」と呼ばれたもの）における「国防予算」額。「伸び率」は、対前年
度当初予算比。ただし、2002年度の国防費については対前年度増加額・伸び率のみが公表されたため、これらを前年度の執行実績か
らの増加分として予算額を算出。また、16年度及び18 ～ 22年度は「中央一般公共予算支出」の一部である「中央本級支出」における
国防予算のみが公表されたため、その数値を「国防費」として使用。伸び率の数値は中国公表値を含む。

国防費（億元）
伸び率（％）

▶中国国防費との比較（最近10年間）

増加を続ける国防費増加を続ける国防費

極超音速滑空兵器の極超音速滑空兵器の
開発を推進開発を推進

無人機の開発・配備を推進無人機の開発・配備を推進

極超音速滑空兵器を搭載可能とされる弾道ミサイル【Avalon／時事通信フォト】

沖縄本島・宮古島間を飛行する
中国の攻撃型無人機TB-001

海上戦力の能力向上海上戦力の能力向上

中国の国産空母「山東」【Avalon／時事通信フォト】

中国の軍民融合と軍事の「智能化」

ロシアによるウクライナ侵略

◆◆ �中国は、中国は、「世界一流の軍隊＊」の建設を目指し、
軍資源軍資源と民間資源を結合させる「軍民融合」
と智能と智能化（AIの活用など）を強化しています。

＊�中国は、「世界一流の軍隊」とは何を意味するか定義していませんが、米軍と同等か、
場合によってはそれを上回る軍事力を開発しようとしている可能性が指摘されて
います。

◆◆ �力による一方的な現状変更は、�
アジアを含む国際秩序全体の根幹を揺るがす行為がす行為
2022年2月に発生したロシアによるウクライナ侵略は武力の
行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、このような力による
一方的な現状変更の影響が、インド太平洋地域にも及ぶことが�
懸念されます。
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◆◆ �国際秩序に対する挑戦への対応が世界的な課題に
グローバルなパワーバランスの変化を背景に国家間の戦略的競争は
激しさを増しており、中国の広範かつ急速な軍事力の強化、ロシアの�
ウクライナ侵略、中露の連携などにより、このような戦略的競争はさら
に複雑化し、国際秩序をめぐる争いが世界的な課題になっています。

◆◆ �安全保障の裾野が経済・技術分野に急速に拡大
技術の発展に伴い、AIを搭載したドローンが攻撃や偵察活動を行ったり、偽情報の流布、情報
拡散といった影響工作も高度化するなど、戦いの様相に変化が生じています。
経済や安全保障にとって重要となる新興技術の分野で優位を獲得する国が、国家間の競争におい
て有利となるとの認識のもと、各種技術の開発、活用、管理などが政策上の焦点となっています。

0

20

10

30

40

60

50

0

50

100

150

200
（日） （隻）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
（年）

201220112010
11 2200 00

2323 7373

5454 188188

3232

8888

3535

9595

3636 121121

2929
108108

1919 7070

3232

126126

2929
8888

4040

110110

44 1414

2022
〈1月~3月〉

日数
のべ隻数

直面する  安全保障上の課題直面する  安全保障上の課題

▶�中国海警局に所属する船舶などによる�
尖閣諸島周辺の領海侵入日数・のべ隻数�
（令和4年3月28日現在）

「火星17」型ICBM
級弾道ミサイルと
して、朝鮮中央通
信が伝えた画像

【EPA=時事】

北朝鮮はロシアを擁護北朝鮮はロシアを擁護
ウクライナ侵略下でもウクライナ侵略下でも
ICBM級を含むICBM級を含む
弾道ミサイル発射を弾道ミサイル発射を
繰り返して挑発を強化繰り返して挑発を強化

中国艦艇とロシア艦艇の共同航行（2021年10月）

激しさを増す国家間の戦略的競争

中国はウクライナ侵略に対する国連の決議を中国はウクライナ侵略に対する国連の決議を
棄権するとともに、近年ロシアとの連携を強化棄権するとともに、近年ロシアとの連携を強化

◆◆ �中国は、尖閣諸島周辺において力を背景とした一方的な現状変更の試みを中国は、尖閣諸島周辺において力を背景とした一方的な現状変更の試みを
執拗に継続しています。また、南シナ海においても、一方的な現状変更及び執拗に継続しています。また、南シナ海においても、一方的な現状変更及び
その既成事実化を一層推し進めています。その既成事実化を一層推し進めています。

各国は国防研究開発各国は国防研究開発
への投資を拡大への投資を拡大

今後のインド太平洋地域の安全保障環境は?

米国は経済安全保障を�米国は経済安全保障を�
国家安全保障に位置づけ国家安全保障に位置づけ

経済安全保障推進法の成立経済安全保障推進法の成立
【CNP／時事通信フォト】

【時事】
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